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理 事 研 修 会 か ら お 話 し し た い 。  
ま ず 、 種 村 会 長 は 、 挨 拶 の 中 で 5 点 話 を し た 。  
1 点 目 は 、 今 年 度 の 取 組 は 「 指 導 要 領 へ の 取 組 」「 働 き 方 改 革 の 取 組 」

が ポ イ ン ト に な る こ と 。  
2 点 目 は 、 教 育 課 程 に 関 し て は 、 カ リ キ ュ ラ ム マ ネ ジ メ ン ト が 大 切 で

あ り 、 評 価 に 関 し て は 、 ３ 観 点 に 変 わ る が 、 表 面 的 な 評 価 に な ら な い よ
う に す る こ と が 大 切 で あ る こ と 。 年 末 ま で 全 連 小 で も ま と め た も の を 提
示 す る 予 定 で あ る 。  

3 点 目 は 、 教 育 環 境 と し て Ｉ Ｃ Ｔ 機 器 の 整 備 が 必 要 で あ る こ と 。 文 科
省 は 今 年 度 各 教 育 委 員 会 に 配 布 し た 予 算 で 環 境 整 備 を 図 る よ う に 指 示 を
出 す 。  

4 点 目 は 、 働 き 方 改 革 は 、 こ こ で 生 み 出 さ れ る 時 間 を 子 ど も た ち と 向
き 合 う 時 間 と す る こ と が 最 大 の ね ら い で あ る こ と 。 専 科 教 師 、 組 織 体 制
の 確 立 に よ る 負 担 減 な ど 、 校 内 の 取 組 を 強 化 し て い き た い 。  

5 点 目 は 、 全 連 小 の 財 政 健 全 化 の 必 要 性 が 報 告 さ れ て い る こ と か ら 、
そ れ に 向 け た 活 動 が 急 務 で あ る こ と 。  

 
次 に 、 副 会 長 ・ 常 任 理 事 ・ 監 事 の 選 出 が あ っ た 。 原 案 通 り の 選 出 で あ

っ た 。 ま た 、 本 間 達 志 常 任 理 事 （ 北 海 道 ） か ら 全 連 小 北 海 道 大 会 の Ｐ Ｒ
が あ っ た 。  

 
福 島 県 校 長 会 理 事 か ら は 福 島 避 難 指 示 解 除 地 区 内 の 現 状 報 告 が あ っ た 。

1162 人 か ら 11 人 に 減 っ た と い う こ と で あ る 。避 難 解 除 指 示 12 町 村 児 童
生 徒 復 帰 率 は 、 9.6％ で あ る 。 ま だ ま だ 厳 し い 状 態 で あ る 。  

総 会・研 修 会 は 、第 1 号 議 案 か ら 第 5 号 議 案 ま で 原 案 通 り 可 決 さ れ た 。
中 で も 、 第 5 号 議 案 の 大 会 宣 言 文 は 片 桐 副 会 長 が 大 会 宣 言 文 起 草 委 員 長
と し て 活 躍 さ れ た 。  

 



そ の 後 、 文 科 省 財 政 課 長 の 合 田 哲 雄 氏 か ら 文 科 省 行 政 説 明 が あ っ た 。
合 田 氏 は 、 前 教 育 課 程 課 課 長 で 、 今 回 の 指 導 要 領 改 訂 で 中 心 と な っ て 取
り 組 ま れ て い た 。 昨 年 ７ 月 か ら 財 務 課 長 を 務 め て い る 。  

合 田 氏 は 、 教 育 の 質 の 向 上 と 働 き 方 改 革 の 両 立 を 図 る こ と が 大 切 で あ
る と 述 べ て い る 。 そ れ は 、 教 員 定 数 増 と 業 務 改 善 と い う 2 本 柱 で 取 り 組
ん で い く べ き で あ る 。こ の 2 本 は 両 立 で き る わ け が な い と い う 声 が あ る 。
し か し 、 日 本 の 教 育 、 特 に 義 務 教 育 の 質 の 高 さ は 世 界 に 誇 る レ ベ ル で あ
る 。 こ れ ま で 日 本 が 大 切 に し て き た 学 校 教 育 を 土 台 に す る な ら ば 両 立 は
可 能 で あ る と 述 べ て い る 。 百 戦 錬 磨 の ベ テ ラ ン が 若 手 に 伝 え る た め の 時
間 、 子 ど も た ち を 変 容 さ せ て 行 く 過 程 を 見 せ る 校 内 の 時 間 を 生 み 出 す こ
と で 、 両 立 は 可 能 に な る 。 そ の 時 間 を 生 み 出 す の が 「 働 き 方 改 革 」 で あ
り 、 伝 え る 時 間 を 有 効 に 活 用 す る こ と で 「 質 の 高 さ を 維 持 ・ 継 承 」 が 可
能 に な る と 考 え る か ら で あ る 。  

働 き 方 改 革 の 柱 は 、 本 来 学 校 以 外 が 行 う 業 務 と 学 校 が 行 っ て も い い も
の だ が 教 師 で な く て も よ い 業 務 、 学 校 が 行 う べ き 業 務 に わ け て 、 そ の 負
担 を 国 ・ 委 員 会 ・ 学 校 に 振 り 分 け る こ と で 、 教 師 の 時 間 が 生 ま れ る 。  

加 配 の 考 え 方 は 、 加 配 す る こ と で 、 担 任 の 業 務 が 少 し で も 減 る よ う に
さ せ た い 。 特 に 英 語 専 科 の 加 配 が 行 う 授 業 を 担 任 が 見 に 行 か な い な ど 割
り 切 っ て 考 え て い く こ と が 大 切 で あ る 。  

ま た 、 思 想 の 転 換 が 必 要 で あ る 。 校 務 支 援 シ ス テ ム を 一 律 導 入 し 、 業
務 負 担 を 少 し で も 解 消 し 、 4 週 6 休 時 代 の ま と め 取 り の よ う な １ 年 間 の
変 形 労 働 時 間 制 度 を 採 り 入 れ 、 長 期 休 業 中 は 、 行 政 研 修 は 設 定 し な い で
徹 底 し て 休 む よ う な 思 い 切 っ た こ と を 行 い た い 。  

以 上 が 合 田 氏 の 行 政 説 明 で 話 さ れ た 内 容 で あ る 。  

 


